
記者発表資料
平成２９年１１月２２日
国 土 交 通 省
仙台河川国道事務所

復興道路《三陸沿岸道路》

「南三陸道路（南三陸海岸IC～歌津IC）」が、
みなみさんりく み な み さ ん り く か い が ん う た つ

平成２９年１２月９日（土）に開通します！

国土交通省が整備を進めてまいりました「南三陸道路」の「南三陸海岸IC～歌津IC」

が１２月９日（土）に開通する見込みとなりましたので、お知らせいたします。

《トピック》

①津波浸水区域を回避でき、信頼性の高い高速ネットワークが形成されます。

②南三陸町の活性化を支援します。

③地域の基幹産業である水産業の振興を支援します。

④救急搬送時の安定・速達性向上が期待されます。

１．開通区間

南三陸道路（南三陸海岸IC～歌津IC） 延長４．２ｋｍ

２．開通日

平成２９年１２月９日 土曜日

※当日の開通時刻、開通式典等については、後日お知らせいたします

※南三陸道路は、自動車専用道路であり、歩行者、自転車、軽車両、125cc以下の二輪車は通

行できません

＜記者発表会：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会、石巻記者クラブ、気仙沼記者クラブ＞

【お問い合わせ先】

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所 TEL 022-248-4131

副所長 遠 藤 雅 司 （内線205）
えんどう ま さ し



南三陸道路

宮城県

みなみさんりく

三陸沿岸道路 南三陸道路（南三陸海岸インターチェンジ～歌津インターチェンジ）

位置図

みなみさんりくかいがん うたつ

南三陸道路 延長７．２ｋｍ

N

志津川IC

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
小
森

地
内

も
と
よ
し
ぐ
ん

み
な
み
さ
ん
り
く
ち
ょ
う
し
づ
が
わ
あ
ざ
こ
も
り

至 気仙沼

開通済
事業中

三滝堂IC

歌津IC  

南三陸海岸IC 

平成28年10月30日
開通

登米志津川道路 延長１６．１ｋｍ

延長９．１ｋｍ

開通区間
延長4.2ｋｍ

平成29年3月20日
開通

延長3.0ｋｍ

蛇王橋
延長121m

清水トンネル
延長406m立沢橋

延長165m
大上坊橋
延長146m

至

仙
台

Ｅ４５

※（ ）内は、平成27年国勢調査人口

至

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
白
山

地
内

自

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
磯
の
沢

地
内

も
と
よ
し
ぐ
ん

み
な
み
さ
ん
り
く
ち
ょ
う
し
づ
が
わ
あ
ざ
い
そ
の
さ
わ

も
と
よ
し
ぐ
ん

み
な
み
さ
ん
り
く
ち
ょ
う
う
た
つ
あ
ざ
し
ら
や
ま

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の１／５０,０００地形図、
１／２５,０００地形図を複製したものです。（承認番号 平２５ 東使、第２号）

登米市
（81,959人）

南三陸町
（12,370人）

南三陸町
（12,370人）



［南三陸道路］津波浸⽔区域を回避でき、信頼性の⾼い⾼速ネットワークを形成

◆東北地⽅太平洋沖地震（H23.3.11）では、南三陸町内において津波により国道45号が浸⽔し、交通ネットワークが⼨断
◆また、⼤⾬による通⾏規制や、津波警報発令による通⾏⽌め等も発⽣
◆南三陸道路の整備により、津波浸⽔区域を回避でき、災害時にも緊急輸送路として機能する信頼性の⾼い⾼速ネットワークを確保

歌津総合⽀所

志津川IC

南三陸海岸IC

歌津IC

南三陸道路(延⻑7.2km)

▲国道45号の津波浸⽔状況および通⾏規制状況等

今回開通区間
（延⻑4.2km）
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南三陸町役場

H23.9.21：
⼤⾬に伴う法⾯崩壊により⾞線規制

：津波浸⽔区域（H23.3.11 東北地⽅太平洋沖地震）
：地震・津波警報発令等による事前通⾏規制区間
：⼤⾬・台⾵による通⾏規制箇所
：⼤雪による通⾏規制箇所
：指定避難所

南三陸病院

H22.2.28：
南⽶⻄部地震に伴う⼤津波警報発令による事前通⾏
規制【全⾯通⾏⽌め】

H28.11.22
津波警報発令による事前通⾏規制【全⾯通⾏⽌め】

Ｅ４５
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南三陸道路（延⻑7.2km）

志津川IC

南三陸さんさん商店街
【H29.3.3移転オープン】

仮設⿂市場特設会場
（福興市など開催会場）

ベイサイドアリーナ
（南三陸町産業フェアなど開催会場）

歌津北IC(仮)

［南三陸道路］南三陸町の活性化を⽀援
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資料：平成28年宮城県観光統計概要

震災前の7〜8割程度まで回復

提供：南三陸町

今回開通区間
（延⻑4.2km）

【ハマーレ歌津の⼊込客数推移】

【南三陸町の声】
ハマーレ歌津は移転オープン後、仙台⽅⾯からの来訪者が増加傾向であり、南三
陸道路の整備により、観光客の利便性向上が期待されます。
また、さんさん商店街等が⽴地する志津川地区と歌津地区のアクセス性が向上す
ることで、さらなる観光の活性化につながります。 資料：南三陸町提供資料（H29.11時点）

H29.4
ハマーレ歌津が移転オープン

H28.12
旧伊⾥前福幸商店街
の仮設営業終了
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サンオーレ袖浜（海⽔浴場）
【H29.7に7年ぶりにオープン】

【南三陸町の観光⼊込数の推移】

東⽇本⼤震災

移転オープン以降
⼊込客数は⼤きく増加傾向

Ｅ４５

ハマーレ歌津(伊⾥前福幸商店街)【H29.4.23移転オープン】

志津川地区

歌津地区

◆南三陸町の観光⼊込客数は、東⽇本⼤震災時に⼤幅に落ち込んだものの、現在は震災前の7〜8割程度まで回復
◆歌津地区では、H29.4にハマーレ歌津（旧伊⾥前福幸商店街）が移転オープンし、⼊込客数は⼤幅に増加傾向
◆H29.3に改修完了した平成の森球場では、H29.6にイースタンリーグ公式戦が開催されるなど、積極的な施設利⽤が⾏われている
◆南三陸道路の整備により、仙台⽅⾯から南三陸町歌津地区へのアクセス性が向上するとともに、南三陸町内の回遊性も向上し、交

流⼈⼝の拡⼤など、観光の活性化を⽀援

南三陸
海岸IC

歌津IC

イースタンリーグ公式戦開催時の様⼦

移転後のハマーレ歌津の様⼦

平成の森球場【H29.3に改修終了】



［南三陸道路］地域の基幹産業である⽔産業の振興を⽀援

◆気仙沼市はカツオやメカジキの⽔揚量シェアが全国１位
◆現在、気仙沼市や⽔産関連企業、流通関連企業では、⽔産品の輸送の効率化やさらなる販路拡⼤に向けた取り組みを推進中
◆三陸沿岸⾃動⾞道の整備により、輸送時間の短縮が図られ、主要な輸送ルートが三沿道へ転換することが⾒込まれる
◆南三陸道路はその⼀部を形成し、輸送効率化や販路拡⼤に向けた取り組みの推進等地域の基幹産業である⽔産業の振興を⽀援

今回開通区間
(延⻑4.2km）

南三陸
海岸IC

仙台市

【漁港別の⽔揚量シェア】

資料：2015年産地⽔産物流通調査
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南三陸道路
（延⻑7.2km）

本吉気仙沼道路
（L＝7.1km）
今年度開通予定

⾄ ⻘森

気仙沼
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勝浦
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⿅児島
8.4%

その他
17.9%

カツオ(⽣)
53,004ｔ
（H27）

メカジキの
⽔揚量全国１位

仙台・関東⽅⾯へ

：現況の輸送ルート
：整備後の輸送ルート

【気仙沼市の⽔産関連企業の声】
●三沿道の開通により輸送時間が短縮すれば、その分を

作業時間に充てることができ、⽣産量の増加・売上げ
の増加につながります。

●輸送時間の短縮により、朝採れ品の販売エリアが拡⼤
することが期待されます。

■「かつおの⽇」を制定
平成29年より７⽉第３⽉曜⽇（海の⽇）を「気仙
沼かつおの⽇」に定め、カツオの消費拡⼤や地域活性
化を推進

■気仙沼メカジキのブランド化の推進
平成27年度にブランド化推進委員会を⽴ち上げ、気
仙沼メカジキの認知度向上や販路拡⼤に向け活動

■⽔産物共同配送の検討
気仙沼⽔産物荷捌き事業組合（市役所や流通関
連企業で構成）にて、共同配送の実施や、そのための
荷捌き場整備等について検討

⼤⾕IC(仮)

気仙沼IC(仮)

▲メカジキ紹介本の作成・配布
▲メカジキを使った料理を

市内の飲⾷店で提供

気仙沼市における輸送効率化・販路拡⼤
に向けた取り組みの例

カツオの
⽔揚量全国１位
（20年連続）

⼀関IC

若柳⾦成IC

歌津IC

カツオの⽔揚状況

⿂市場・⽔産加⼯場

▲気仙沼市から仙台・関東⽅⾯への輸送ルートと所要時間
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資料：H27全国道路・街路交通情勢調査（昼間12時間平均旅⾏速度）

東北道利⽤または国道346号経由
築地まで約６時間30〜40分

三沿道全線開通後
築地まで約６時間 【約30〜40分短縮】



［南三陸道路］救急搬送時の安定・速達性が向上

◆国道45号は、カーブ等の線形不良箇所があり、救急搬送時に搬送患者の⾝体に影響のある「横揺れ」が発⽣
◆南三陸道路の整備により、救急搬送時の安定性・速達性の向上が図られる
◆また、歌津地区や気仙沼市から⽯巻⾚⼗字病院・南三陸病院への搬送時間が短縮し、迅速な救急搬送に寄与
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資料：気仙沼・本吉地域広域⾏政事務組合消防本部提供資料

【南三陸町歌津地区および気仙沼市から
⽯巻⾚⼗字病院・南三陸病院への搬送件数】

Ｅ４５

南三陸病院

志津川IC

【横揺れによる⼈体への影響】
横加速度が±0.15Gを超過すると、最⾼⾎圧の変動量が10mmHgを超過する傾向が強く、患者の
安静度に影響を与える ※単位「G」は加速度の単位

参考⽂献：地域の医療を⽀援する道路構造の分析・評価（第27回⽇本道路会議）
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資料：救急⾞加速度調査結果
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H27.12
南三陸病院開院

【南三陸町歌津地区から
⽯巻⾚⼗字病院への所要時間の変化】

資料：H22・H27全国道路・街路交通情勢調査
（指定最⾼速度）

未整備時に⽐べ
約15分短縮

南三陸病院の
開院により
搬送件数は

⼤きく増加傾向

：⼤きな横揺れが発⽣している箇所（資料：救急⾞加速度調査結果）
：現況の搬送ルート
：歌津IC開通後の搬送ルート
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南三陸海岸IC

歌津IC

⽯巻⾚⼗字病院
（３次救急医療施設）

今回
開通区間

南三陸道路
(延⻑7.2km)

歌津地区

H22.3〜H28.10
順次開通

登⽶志津川道路
(延⻑16.1km)
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線形不良箇所で
横加速度±0.15G以上の

⼤きな「横揺れ」が発⽣

南三陸
海岸IC

歌津IC

国道45号の線形不良箇所


